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論文内容の要旨
この研究では電子・陽電子衝突型加速器TRISTANのTOPAZ測定器で得られた重心系エネルギー58GeV
での約300尚 lのデータを用いて. ミュー粒子包含反応 (1328イベント)について詳しく調べた。そしてb
クオーク. cクオークの生成断面積と前後方荷電非対称度を測定し標準理論を検証した。特に. ミュー
粒子包含反応のバックグラウンド及びミュー粒子検出器がこの測定に及ぼす影響を詳細に検討した 3
クオークはそれを支配している量子色力学の性質から単独では存在することが出来す、'それらの件ー質を
調べるには，そのクオークを含む中間子やその崩壊生成粒子を検出する必要がある。重いクオークでは，
崩壊生成粒子として約10%のミュー粒子を含む(ミュー粒子包含反応)。重いクオークから崩壊したミュ
ー粒子は，親クオークの生成方向に対して大きな横方向運動量を持つ確率が高い。従って. ミュー粒子の
横方向運動景を測定し親クオークを同定した。親クオークを高い精度で同定するには， ミュー粒下に対
するパックグラウンド.検出器の性能，ハドロン化や分岐比などのモデルの依存性などをiF確に把握する
必要ーがある。主なバックグラウンドは，パイ中間五 K中間手などのハドロンがミュー粒子と間違って同
定される場合であるω この割合を正躍に理論から予恕することは困難である。従って，タウ粒子対生成か
らの荷電パイ中間了のデータを使いシミュレーションによってこの割合を求めたのまた， ミュー粒子検出
器の性能などによる影響も考慮して同定をした。
以上のように， 1328イベントのミュー杭子包含反応を解析し， b-， c-クオークの生成断市槙の全ハド
ロン断1Hi積との比(R)及び.前後方荷電非対称度(AドJl)を測定し次の結果を得た。
Rbb = 0.130:t0.015(stat) :tO.008(syst)， Rce=O.331土O.043(slat)土O.046(syst)，
AiB=-0.21+016(stαt)ナO.Ol(Syst)， AFn =-0.16士O.14(slat) :tO. 02(syst) c 
これらの測定値を標準別論の予想値と比較すると生成断面積はか.c-クオークとも良く一致してい
たのまた，荷電非対称度については予惣航より 2σ以内で一致していたのその結果重心系エネルギー58
GcVでのb..c-クオークの生成断面積と荷電非対称度は標準理論のチ恕値とほぼ，致していることが分かっ
た。
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論文審査の結果の要旨
系粒子聞に働く相互作用は，標準理論で記述されると考えられ，現在知られている実験事実と良く一致
している。そこで‘茨城県つくば市の文部省高エネルギー加速器研究機構のTRISTAN加速器を用い.電チ
・陽電子衝突実験でbクオー ク， cクオーク対牛成反応の断而碕と前後方荷電非対称度を測定し，標準理論
の検証を行っている。電子・陽電子は対消滅しクオーク対が生成され.昔、い相互作用により，多くのハド
ロンを作る。重いか.c-クオークの場合，約10%i直接ミュー粒子に崩壊する場合があり， ミュー粒子包
含反応と呼ばれる。電いクオークから崩壊したミュー粒千は，親クオークの生成方向に対して大きな横方
向の運動量を持つ確率が高い。従って， ミュー粒ヂの横方向通動量を測定し親クオークを同定しているC
しかしれ K中間子などがミュー粒子と誤って同定される場合がある。このパックグラウンドの割合を，
タウ粒子対生成からの荷電パイ中間子のデータを使い，シミュレーションで精度よく求めているω
解析に用いたデータは.TOPAZ測定装置で. 1989{1~ 2月から1995年 5月の期間に，苦手:心系エネルギ-
58.0GeVで収集され.積分ルミノシティは約300pbIであったG このデータからミュー粒子包含反応の選別
を行った結果， 1328イベントを得たu
このイベントに対して. ミュー粒子の運動畳分布及びク オーク生成方向からの角度分布にデータをフ
ィットさせた。その結果. b-， c-クオークの生成断面積の全ハドロン断面積との比 (R，:Rr. )及び前
後方荷電非対称度 (AhA，)を求め次の値を得た。
R， =0. 130:!: O. 015 (s tat) :! O. 008(sys t)， R c.." O. 34:!: 0.043 (s ta t)土O.046(syst)
A， =-0.21士O.16(stat)士O.Ol(syst)，A，，= -O.16:!:0.14Cstat) :lO. 02(syst) 
これらの測定値を標準模型による予想値と比較すると.断面積は. b-， c-クオークとも良く一致して
いた。荷電非対称度についても2σ以内でー致していたO
以上のように.本論文は電子・陽電チ消滅によるか，c-クオーク対牛成反応の測定から様準理論を検
証したものであり，素粒子物理学に大きな寄与をなすものと考えられる。よって，博土(理学)の学位を
授与するに値するものと審査した。
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